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④【参考】阿蘇くまもと

空港ゲート方式

A)観光シーズン等には、タクシー待機場
の一部や森都心プラザ前をバス乗降場
として活用

C)人の滞留や賑わいを生み出すスペースを確保

新幹線口駅前広場（現況）
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B）バス乗降場を駅舎により近い位置に配置
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⇒令和4年度交通量調査結果を基に将来交通量を予測し、駅利用者、地元、関係事業者等のご意見を踏まえゾーニング案を作成。

⇒ 将来想定ピーク時の1.4倍まで対応可能

周辺図 ：新幹線口駅前広場へのアクセスルート

【令和5年度の予定】

ワークショップ等を実施し、再整備計画を策定

する。

【改善・改修方針抜粋】（令和3年第1回定例会報告）
⚫ 一般車スペースの機能拡充と各交通の円滑な乗降機能の確保
⚫ 一般車、バス、タクシーの交通動線の分離

【都市整備委員会からのご意見】
⚫ 出入口増設の検討

※将来想定ピーク時交通量：214台/時

一般車乗降場処理可能台数309台/時

【ゾーニング案】
①北側から広場へのアクセスルートを新設し、広場への流入交通を分散させ
るとともに、合計１６台分の一般車乗降場を確保

②広場北西側に出口を設け、状況に応じて一般車が退出を選択可能とする

③渋滞の要因である一般車整理場を廃止し、流入交通量を低減
④一般車乗降場にゲート方式を採用し、短時間利用を促進
（一定時間を超えると退出時に有料となる）
⑤ 一般車を外周、バス・タクシーを内周に配置
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③ ＜参考＞R1お盆（コロナ前）調査時：176台/時
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